
令和５年度授業事例：中学校数学科 単元名 １章 正の数・負の数

×

授業者：兼平 昂

授業の狙い・単元のゴールなど 評価の方法・評価のポイントなど

授業の流れ・ワークシートなど

１．前時の内容の確認
２．問題提示
３．学習課題の設定
４．問題解決
５．演習問題(兼チャレ)

授業の流れ 授業の様子

授業の様子を振り返って・生徒の変容・感想など

生徒はこれまでの授業から、乗除の混じった計算や３数以上の計算をどのように考えればよいか、正し
く理解することができていた。逆に、教師が時間をかけすぎることによって生徒の退屈な時間が増えてし
まったように感じる。授業内に実施できなかった“兼チャレ”という演習問題を次の時間の始めに取り組ま
せたところ、子どもたちは生き生きと取り組んでいた。このような発展問題に取り組む時間をしっかり確
保し、生徒の深い思考を促すようにしていきたい。

乗法、除法のそれぞれの計算の仕
方に着目し、乗法だけの式に直して
積を求めたり、計算結果から元の式
を考察したりする数学的活動を通し
て、乗除の混じった式を正しく計算し
たり、正しい式を考察したりすること
ができる。

・乗除の混じった計算を、乗法だ
けの式に直し、正しく計算すること
ができる。また、その方法を理解し
ている。(知識・技能)

・乗除の混じった計算の計算結果
から、元の式を考察することができ
る。(思考・判断・表現)


